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秋田腎不全研究会
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時
所 平成17年１１月27日（日）９時30分～１６時００分

秋田拠点センター(アルヴェ）２階多目的ホール

W(|:H市｢i』通7-1-3ＴＥＬＯ１８(887)５３１０（管理室）

秋田県総合保健センター長・秋田大学名誉教授加藤哲郎

秋田赤十字病院内科山岸剛

秋田腎不全研究会・中外製薬株式会社・キリンビール株式会社
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駐車場：

駐車可能台数は、 約300台(有料)ですが、

合
の

複
で

施設ですので数に限りがございます。車

ご来場はなるべくご遠慮ください。

☆☆☆参加者の皆様方へ☆☆☆

1．口演時間は１題６分、蘭疑応答４分です。

座長の指示に従い、時|;Ⅱ1ﾉﾘでの終了をお願い致します。

２．参加費1,000円（懇親会費を含む）を会場受付にて申し受けます。

参加証を着用の上、ご入場下さい。

３．発表方法につきましてはPＣ（Windows及びMacintosh、アプリケーションはPowerPoint）のみに限

らせて頂きます。ＣＤＲもしくはフラッシュメモリーを平成17年１１月1811(金)まで事務局宛にご送

付願います（提出が間に合わない場合は、当日会場で発表３０分前までに提出願います)。尚、動

画がある場合はPCをご持参1,.さい。口演時の操作につきましてはスタッフにお任せ下さい。

４．秋田腎不全研究会雑誌投稿１１１原稿を、同雑誌規定に従い図表を添えて平成17年121123日(金)迄に

〒O10-8543秋田市本道ｌ－ｌ－１秋田大学泌尿器科′佐藤滋まで提出して下さい。

５．研究会に先立ち８時30分よりホテルメトロポリタン秋田､４階「かえでの間」（秋田市中通７－２‐１

ＴＥＬＯ１８－８３１－２２２２）において、幹事会を開催致します。

６．日本医師会生涯教育講座３蝋位・社団法人日本透析医学会専門医制度５単位の取得が可能です。

力
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■開会の辞(9:30~9:35） 秋田腎不全研究会会長加藤哲郎

Iダイアライザー。透析管理・他Ｉ（９：３５～１０：１５）座長渡辺純一（山本組合総合病院透析室）

１．大面積ダイアライザー「APS-25SA」のＨＤ及びHDFでの性能評価

中通総合病院lIll液浄化療法部○松岡厚志、平野和生、`佐々木亘、吉岡巧

同泌尿器科宮形滋

２．当院透析液ラインの生菌検査とエンドトキシン活性測定について

秋田泌尿器科クリニック○酒樹動、大谷匠、今野裕介、嵯峨まゆ子、

佐々木日:|美、小野一美、佐藤啓子、鎌田道子、

渋谷伸子、能登宏光

３.バイオフリーカプラーの使用経験

秋田赤十字病院臨床工学課○児玉健太、松田光喜、永井悠、小林久益、

熊谷誠、尾留川敦

４．当院におけるAFB透析の臨床効果の検討

市立秋田総合病院泌尿器科○厨樫寿文、上田勉、石田俊哉、松尾重樹、

佐々木秀平

Ⅱ災害・安全対策（１０：１５～１０：４５）座長佐藤良延（おのば腎泌尿器科クリニック〕

５．安全性の向上を目的とした体制の変更を試みて

中通総合病院血液浄化療法部○関純子、継田早苗、畠澤浩子、近江鴬、

佐川寿子、保坂るり子

同泌尿器科木暮輝明、原田忠、宮形滋

６．アンケート調査による県内透析施設の災害対･策

（社）秋田県臨床工学技士会○佐藤智、熊谷誠

７．震災マニュアルの見直しを行って

秋田組合総合病院西３病棟○工藤文枝、高橋優子、永瀬絵美、池田千穂、

中村真衣子、佐藤文子、成田雪美

Ⅲ栄養。服薬。助成金（１０：４５～１１：２５）座長寺邑朋子（花園病院）

８．塩酸セベラマー内服患者の現状と課題

秋田赤十字病院腎センター○伊藤喜久子、島崎みさ子

９．高リン血症を呈した独身男性患者の食事指導～加工食品を利用した食事の実際～

秋田赤十字病院栄養指導課○久米万寿子、土田美恵子

１０．透析患者の栄養状態について第１報、レプチンの臨床的意義

秋田赤十字病院内科○勝浦Ｈ１美、Ｉ｣_|岸剛

１１．人工透析患者通院費助成制度について～市町村合併前後の比較(第１報）～

秋田赤十字病院医療社会事業部○米谷純子

1Ｖ移植（１１：２５～１２：０５）座長・佐藤一成（平鹿総合病院泌尿器科）

１２．ＳＦ-36.腎移植患者の移植前後の健康ＱＯＬの変化一第２報一

秋田大学医学部附属病院２階西病棟○石郷岡京子、小坂智子、三浦ひで子



１３．抗ドナー抗体陽性レシピエントに対する第二次生体腎移植の経験

秋田大学医学部泌尿器科○齋藤満、佐藤滋、成田

熊葎光明、成田仲太郎、堀川

湯浅健、松浦忍、土谷

同附属病院血液浄化療法部福田浩和、小林浩悦

１４．腎移植に関する相談の実際

財団法人あきた移植医療協会○土方仁美

１５・智移植手技と免疫抑制の進歩と課題

秋田大学医学部泌尿器科○佐藤灘、齋藤満、成田

熊津光明、成田伸太郎、堀川

湯浅催、松浦忍、土谷

同附属病院血液浄化療法部福田浩和、小林浩悦

直史、河田

洋平、柿沼

順彦、羽渕

真子、

秀秋、

友則

直史、河田

洋平、柿沼

順彦、羽渕

真子、

秀秋、

友則

■ランチョンセミナー（12:10~12:50）
座長秋田赤十字病院内科山岸剛

「貧血をターゲットとした胃疾患の新しし'治療概念
一心血管系合併症との関連一」

東京大学医学部附属病院腎臓.内分泌内科南学正臣一先生

■総 会(12:50~13:00）

ｑ特別講演 (１３：００～１４：００） 

座長秋田県総合保健センター長・秋田大学名誉教授加藤哲郎

｢透析患者の睡眠障害(終夜睡眠ポリグラフ検査の解析結果から)」
豊橋メイツクリニック

透析センター長兼睡眠医療センター長小池茂文先生

▽看護（１４：００～１４：４０）座長木村房子（大館市立総合病院透析室）

１６.透析室における看護度調査を試みて

中通総合病院血液浄化療法部○近江蕊、斎藤雄亮、保坂るＩ)子、佐川寿子、

佐々木亘、平野和生、吉岡巧

同泌尿器科宮形滋

１７.外来透析者家族の介護負担～アンケート調査より～

秋田組合総合病院腎臓病センター○榎智子、佐川ル&ﾐ子、金睦子、菅原美保子

１８.フットケア統一に向けての観察表の検討

おのば腎泌尿器科クリニック○半田綾子、伊藤恵子、河村美貴子、齊藤具子、

藤本誠、工藤麻利、五十嵐｡伴子、佐藤良延



師制の現状と今後の課題

○佐々木智美、佐々木明美、島崎みさ子

19．当腎センターにおける受け持ち看護

秋田赤十字病院腎センター

Ⅵ症例（１４：４０～１５：３０）座長小松田敦（秋'１１大学医学部第三内科）

２０．カテーテル感染により、MRSA化膿性脊椎炎を発症した血液透析患者の一例

公立横手病院泌尿器科
（現ｹﾞﾄFUiLml1l沢摘院泌尿器ｲﾄ）○忠地_輝

｜可（ｊｊＬＩＩ１ｌ・北組合総合ｲi哨院泌尿器科）岡根克己

同市村晴

２１．メシル酸ナファモスタッ卜にて気管支喘息を引き起こした透析患者の一例

医療法人様仁会;秋[１１南クリニック○中村久、三森純子、植村久美子、村井奈･保子、

横尾久美、ＭＨ々木早紀子、工藤淳子、吉川久美子、

三浦文敬、安、将基、伊藤豊彦

十王ひがし野クリニック和田仁、小友良

２２．SLEによる慢性腎不全に合併した前立腺癌の一例

平鹿総合病院泌尿器科○佐藤一成、秋濱晋、鈴木丈博

同内科斉藤公基

２３．グラフト感染に対して部分的置換術により加療した一例

市立秋田総合病院泌尿器科○万m俊哉、」三田勉、富樫寿文、松尾重樹、

佐々木秀平

２４.高脂血症薬により生じた横紋筋融解症の－例

由利組合総合病院泌尿器科○三浦喜子、福ｌＨ歴視、阿部明彦、北島正一

Ⅵダイアライザー・透析管理・他Ⅱ（１５：３０～１６：００）座長金野秀樹（ミナトクリニック透析室）

２５．当院維持透析患者におけるCAVＩ（Ca｢dioAnkleVascularlndex）の検討

秋田泌尿器科クリニック○今野裕介、酒樹動、大谷匠、嵯峨まゆ子、

佐々木由美、小野一美、佐藤啓子、鎌田道子、

藤原夕子、能登宏光

２６．「DrHEMODYの使用経験」～当院用カスタマイズを取り入れて～

中通総合病院liIl液浄化療法部○大山幸男、佐々木亘、平野和生、吉岡巧

同泌尿器科宮形滋、木暮輝明、原、忠

２７．当院におけるポタンホール穿刺の現状

市立秋'11総合病院透析室○)||｣ニ美和、松橘満弥、近藤みか、藤原雅子

同泌尿器科上田勉、富樫寿文、石川・俊哉、松尾重樹

■閉会の辞 秋田腎不全研究会副会長石山剛１６：００ 

■懇親会 １６：０５～懇親会(アルヴェ２階多目的ホール）


